
 

締
　
　切

平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）
必
着

 

募
集
作
品

季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

 

選
　
　者

加
藤
　
耕
子
　（
敬
称
略
）

 

応
募
方
法

①
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル

②
氏
名
・
住
所
（
日
本
以
外
の
場
合
は
国
名
か
ら
）・

郵
便
番
号
・
電
話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記

入
し
、
は
が
き
の
場
合
は
１
枚
に
２
句
書
い
て
く
だ

さ
い
。
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

 

宛
　
　先

〒
５
１
８
–
８
７
７
０ 

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
–
１
３

「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
　
英
語
俳
句
の
部
」
係

Ｅ
メ
ー
ル
　eigo@

basho-bp.jp

 

応
募
方
法

①
は
が
き
の
表
面
に
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
・
電
話

番
号
、
裏
面
に
希
望
選
者
名
・
作
品
２
句
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。（
テ
ー
マ
の
部
に
投
句
の
方
は
〔
テ
ー

マ
の
部
〕
の
み
で
可
）

②
各
部
門
ご
と
に
10
句
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

　※

同
じ
句
を
ほ
か
の
選
者
に
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

③
難
読
漢
字・氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 

宛
　
　先

〒
５
１
８
–
８
７
７
０ 

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
–
１
３

「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
係

 

締
　
　切

平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）
必
着

 

募
集
作
品

①
一
般
の
部…

…

季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
テ
ー
マ
の
部…

「
日
」
に
ま
つ
わ
る
俳
句

　【
例
】
夕
日
、
母
の
日
、
二
十
日
、
な
ど
　
　
　

「
陽
」
な
ど
別
の
漢
字
は
含
み
ま
せ
ん
。

 

選
　
　者

①
一
般
の
部

　
有
馬
　
朗
人
　
　
稲
畑
　
汀
子
　
　
茨
木
　
和
生

　
宇
多
喜
代
子
　
　
小
澤
　
　
實
　
　
鍵
和
田
秞
子

　
黒
田
　
杏
子
　
　
坂
口
　
緑
志
　
　
塩
田
薮
柑
子

　
棚
山
　
波
朗
　
　
西
村
　
和
子
　
　
長
谷
川
　
櫂

　
星
野
　
　
椿
　
　
正
木
ゆ
う
子
　
　
三
村
　
純
也

　
宮
坂
　
静
生
　
　
宮
田
　
正
和

②
テ
ー
マ
の
部

　
片
山
由
美
子
　   

（
敬
称
略
　
50
音
順
）

平
成
29
年
度（
第
71
回
）

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
募
集
要
項

芭
蕉
翁
の
遺
徳
を
偲
び
、
献
詠
俳
句
等
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
投
句
は
無
料
で
す
。

記入例

（
裏
）

選
者
名
〔
　
　
　
　
　 

〕

一
句
目  

○
○
○
○
○

ニ
句
目  

○
○
○
○
○

（
表
）

5
伊
賀
市
上
野
丸
之
内
一
一
七
–一
三

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
係

住
所

氏
名

俳
号（
お
持
ち
の
方
）

電
話
番
号

1 8 8770

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句  

英
語
俳
句
の
部



 

締
　
　切

平
成
29
年
７
月
31
日
（
月
）
必
着

 

募
集
作
品

作
品
形
式
は
「
半
歌
仙
」
で
芭
蕉
の
句
を
発
句
と
し

た
脇
起
。
独
吟
は
不
可
で
す
。

 

選
　
　者

青
木
　
秀
樹
　
　
靜
　
寿
美
子
　
　
鈴
木
　
　
漠

西
田
　
青
沙
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
　
50
音
順
）

 

応
募
方
法

①
所
定
の
応
募
用
紙（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、コ
ピ
ー
可
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
作
品
、

捌
き
の
方
の
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
１
連
衆
３
巻
以
内
と
し
ま
す
。

 

宛
　
　先

〒
５
１
８
–
８
７
７
０ 

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
–
１
３

「
芭
蕉
翁
献
詠
連
句
」
係

主催　伊賀市・公益財団法人　芭蕉翁顕彰会

 

締
　
　切

平
成
29
年
９
月
５
日
（
火
）
必
着

 

募
集
作
品

季
節
は
問
い
ま
せ
ん
。

 

選
　
　者

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
児
童
・
生
徒
の
部
選
者

 

応
募
方
法

①
は
が
き
に
氏
名
・
学
校
・
保
育
園
等
の
住
所
、
郵
便

番
号
、
電
話
番
号
、
学
校
・
園
名
、
学
年
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。（
個
人
で
投
句
の
場
合
は
ご
自
身
の

住
所
、
電
話
番
号
を
書
い
て
く
だ
さ
い
）

②
必
ず
２
句
１
組
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
枚
（
４
句
）
ま
で
投
句
で
き
ま
す
。

③
氏
名
に
は
必
ず
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

 
宛
　
　先

〒
５
１
８
–
８
７
７
０ 

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
–
１
３

「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
　
児
童
・
生
徒
の
部
」
係

 

締
　
　切

平
成
29
年
９
月
５
日
（
火
）
必
着

 

募
集
作
品

15
㎝×

10
㎝
（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）
の
用
紙
を
使

用
、
作
品
テ
ー
マ
は「
芭
蕉
さ
ん
に
宛
て
た
絵
手
紙
」

で
す
。
画
材
・
彩
色
は
自
由
で
す
。

 

選
　
　者

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
選
者

 

応
募
方
法

①
氏
名
、
住
所
、
郵
便
番
号
、
電
話
番
号
、（
学
生
の

方
は
学
校
名
・
学
年
）
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
１
人
５
点
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

 

宛
　
　先

〒
５
１
８
–
８
７
７
０ 

伊
賀
市
上
野
丸
之
内
１
１
７
–
１
３

「
芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙
」
係

芭
蕉
翁
献
詠
連
句

芭
蕉
翁
献
詠
俳
句  

児
童
・
生
徒
の
部

芭
蕉
翁
献
詠
絵
手
紙

賞
・
発
表

特
選
者
に
は
賞
状
及
び
副
賞
、
入
選
者
に
は
賞

状
を
送
付
し
ま
す
。特
選
者
は
、10
月
12
日（
木
）

に
行
わ
れ
る
芭
蕉
祭
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

作
品
集

特
入
選
者
の
作
品
集
を
作
成
し
、販
売
し
ま
す
。

注
意
事
項

①
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。

②
選
者
の
都
合
に
よ
り
選
句
が
出
来
な
い
場
合

は
選
句
の
対
象
外
と
し
ま
す
。

③
特
入
選
作
品
の
発
表
や
出
版
に
関
す
る
著
作

権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

④
投
句
作
品
の
訂
正
、
返
却
、
問
い
合
わ
せ
に

は
応
じ
ま
せ
ん
。

⑤
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
適
正
に
管
理
し
ま

す
。
特
入
選
者
の
氏
名
と
住
所
（
都
道
府
県
・

市
区
町
村
名
ま
で
）に
つ
い
て
は
作
品
集・ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
報
道
機
関
に
公
表
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
　

芭
蕉
翁
顕
彰
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
９
５
（
２
１
）
２
２
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
９
５
（
５
１
）
６
７
９
６

Ｅ
メ
ー
ル
　info@

basho-bp.jp

　
　 

http://w
w
w
.basho-bp.jp

　
　
　
　


